








現行の学校検尿実施上の問題点を明らかにするため、全国の小児腎臓病専門医を対象とし、

検尿システムの実態と問題点につきアンケート調査した。その結果、一定した診断基準を

設け実施している施設は約半数であり、生活規制の面では血尿単独例に対しては行なわず

中等度以上の尿蛋白合併例のみを規制の対象とする考えが多数を占めた。問題点として、

過剰管理など現行の生活管理法に不満を持ち、全国的に統一された診断及び生活管理基準

の作成を望む意見が多数みられた。 


